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LEDの歴史と現状

照明用LEDの現状と将来
岡崎　淳　　加藤　正明　　小西　勝之
電子デバイス事業本部　システムデバイス第3事業部

発光ダイオード（以下，LED）は，1963年に赤色LEDが登場し，1993年に高輝度青色LEDが，
1996年には蛍光体との組合せによる白色LEDが登場しましたが，その後急速に発光効率
が向上し，図1のように2015年には150lm/Wに到達し，照明器具の多くがLEDに置き
換わっていくと見られています。
シャープは1968年にLEDの開発に着手し，1970年にはLEDランプの量産を開始，その
後，数字表示ユニット，超高輝度赤色LEDランプなど，表示用LEDの開発と製品化を推
進してきました。そして1991年から青色LEDランプの開発に着手し，2007年には投入電
力3.6Wの業界最高レベルの照明用LEDモジュールを開発するなど，照明用LEDの開発
を加速しています。
本稿では，今後急拡大が予想される照明用LEDの現状と今後を展望します。

*1 LED照明推進協議会
2007年8月1日に特定非営
利活動法人として設立。LED
照明に関する幅広い会員企業
等で構成され，シャープもその
会員企業です。

図1　発光効率ロードマップ（アンケート結果）

白色LED 50～ 80

表1　現在の照明光源の発光効率
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*2

図1

表2

図2

LEDの特長と課題

*2 発光効率
投入電力に対する，光源が
発する全光束（lm）の割合。
また全光束は光源が全ての
方向に放出する光の総量。

表２　シャープLEDの主な歴史
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*3

LEDの発光効率と総合効率

図1

電源効率（図3の<1>について）

*3 演色性
様 な々光源が物体を照らしたと
きに，その物体の色の見え方が
変化する性質。

図２　シャープのLEDランプ及びチップLED主要製品
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LED発光効率（図3の<2>について）
図1

図3

熱効率（図3の<3>について）

器具効率*4（図3の<4>について）

*4 器具効率
光源を照明器具に搭載した時
に，光源から放射される全光束
と，照明器具から放射される光
束との比率。

図３ LED照明器具の効率分布
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総合効率

LEDの寿命

*5

*5 光束維持率
光源の光束の初期値に対する，
一定時間経過後の光束の減
衰率。

高演色

高演色

表３　6.7Ｗタイプ照明用LEDモジュールの特性例

図4　6.7Ｗタイプ外観図
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表3

演色性

*6

表3，表4及び図5

*6

青色 黄色

青色 黄色 赤色

高演色 青色 緑色 赤色 90

高演色 青色 緑色 赤色 90

表４　6.7Ｗタイプ照明用LEDモジュールの演色性特性例

*6 演色評価数（Ra）
照明によって物体がどれだけ
忠実に本来の色を再現して
いるかを表す代表的な指数。
Ra=100が最大値で，この時
に基準光と同じ見え方をする事
を意味しています。

図5　6.7Ｗタイプ照明用LEDモジュールの発光色バリエーション
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低価格化

まとめ


